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Ⅱ

11 ①　 p 型半導体のキャリアはホールなので正．

12 ②　 n 型半導体のキャリアは電子なので負．

13 ⑤　ダイオード．

14 ①　正．

15 ②　負．

16 ④　 pn 接合部．

17 ④　 pn 接合部．

18 ②　負．

19 ②　負．

20 ⑨　 Bev．

21 ①　正．

22 ②　負．

23 ①　正．

24 ⑧　求める電位差を V とすると，この電位差による電場からキャリアが受ける力とローレンツ

力がつり合うので，
eV

d
= evB → V = Bdv．

25 ⑥　ホール効果．

26 ①　正．

27 ②　負．

28 ②　負．



Ⅲ

29 ③　 f × t1

30 ⑤　 vS × t1

31 ③　
V + vS

f

32 ①　 f1 = V

V + vS
f

33 ①　 λR = V − vS

f

34 ②　 (V − vR) × t2

35 ④　 fR = V − vR

λR
= V − vR

V − vS
f

36 ①　 (V + vR) × t3

37 ④　 f2 = V

V + vR
fR = (V − vR)V

(V − vs)(V + vR)
f

38 ①　 |f1 − f2| = 2 |vS − vR| V 2

(V 2 − vs2)(V + vR)
f

解説

35 ， 37 誘導にとらわれず，ドップラー効果の公式で求めるのでよい．

38 実際に計算を行わなくても，解答に絶対値が含まれること，かつ，分母が (V 2 − vs
2)(V + vR)

となっていることから選択肢は選べる．

講評

Ⅰ 重力と水平方向にかかった一様な静電場中の荷電粒子の運動．過去問にも同じ設定の問題は多い．

5 は 4 との関係でミスしやすいが，残りの問題は易しい．

Ⅱ 半導体の知識とホール効果．前半は知識が曖昧な受験生はミスしやすい．残りの問題は易しい．

Ⅲ ドップラー効果の公式の導出．基本的で易しいが，最後の計算は慌てるとミスするかもしれない．

総じて昨年度より易化している．合格には 9割は必須．
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